2015年7月度防災委員会議事メモ
平成27年7月11日
開催日時：平成27年7月11日（土）　10時00分～12時00分
会　　場：バームハイツ西葛西　集会室
出 席 者：（以下、敬称略）
107 高木、213 石川、414 関根、416 小野、618 加藤、716 佐々木、115 河本（書記）
欠席： 101 塩瀬、1304 大坂、911 福本

1． 検討事項・決定事項
議事内容

（1） 防災説明会での意見について検討


1 災害時不在連絡について
　災害時に旅行をしているなど自宅を不在にしている場合は、管理人さんに電話するなど連絡先を決めておく必要があるのでは。（田村）
→災害時に連絡はあえて求めない。まずはマンション内にいる人を第一義とする。災害後数日して落ち着いたら連絡をもらえればよい。
家族間の連絡は各自に任せる。
2 広報について
・バームルームの場所を知らない人がいる。（中平）
→掲示板でのお知らせ。管理組合からお知らせ。
・無関心な方が多い。広報が必要。（青木）
→住民を、どう巻き込んでいくか。
・災害のときは避難するよりもマンションに留まったほうが安全という１ページでの広報をまとめては。（酒井）
→去年、「地震の対応について」を管理組合から配布してもらっている。
　管理組合に再配布を依頼する。
→ご近所ごとの説明会。隣近所の住人でも会話できてない。
訓練などでご近所がチームになってもらう。


3 備品について
・名簿や備品は、１ヶ所ではなくバックアップの意味でも複数の場所に必要ではないか。（青木）
→備品は最上階にあったほうがいい。スチール製の物置。エレベーター室。

・個々の問題が多い。簡易トイレを準備している人は少ないと考える。徐々に意識を高める必要がある。意識を高めるためにチェックリストを配布してはどうか（福岡）
　→自助が基本であるため防災備品については紹介もあり。（関根）
→チェックリストを河本が作成。次回、提示。アンケートでもいい。
簡易トイレは、「黒い袋に凝固剤があれば代用できる。」などちょっとした工夫で代用できることを知恵袋として紹介する。

・行政は物資を持ってきてはくれない。指定避難所に取りに行く必要がある。（酒井）
→物資の配給がどうなるかわからないなかで検討はできない。まずは、避難所運営の中で、決めてもらう必要がある。
・リヤカーは必要ではないか。（田村）
・一輪車はパンクしていて使えない。（中平）
→パンクを直してもらう。

④給水・排水について
・受水槽の有効利用はどうするか。ポンプで上げられるか仕組みがわからない。（星野）
・雑配水管と排水管は別である。それぞれどうするかを検討が必要では。（田村）
・直結方式は考えているか（田村）
　→修繕委員会で検討している（関根）
　→貯水量は、受水槽　90トン、高架水槽　30トン（酒井）
・水道・ガス・電気などの設備内容を知る必要がある。長谷工から説明を受けては（石川）
→長谷工から防災委員会に説明をしてもらう。
・高架水槽が地震で落ちる事はあるか。（福岡）
　→高架水槽は大丈夫でも、配管が壊れる可能性が大きい。
　→高架水槽が落ちる場合は、マンション自体が崩壊していると考える。
　→マニュアルは高架水槽がある状態を想定している。（河本）

⑤居住者名簿
　提出していただいた居住者名簿に全員が書かれていないことがある。（中平）
　→居住者の変更のときに出していただくことになっている。（関根）
　→あくまでも自己申告になっているので強制力がどこまで効かせられるか（河本）
→規約・細則上に規定して、居住者名簿を出すことに強制力をもたせる。
家族全員を出す意味を説明できるか。災害時の安否確認で必要では。
最低でも世帯主と連絡先は必要。
居住者名簿の記載内容については見直しが必要。




⑥マニュアルについて
　本マニュアルは配るのか？（青木）
　→理事会とも相談になるが、全戸に配布予定。（河本）
　→消火栓ボックスに入れておくことも一案（関根）
→マニュアル配布する。

⑦ステッカーについて
　ステッカーは新しく作るか。以前配布したマグネットのステッカーは？（中久木）
　→以前配布しているマグネットステッカーは使わず、本マニュアルの紙を利用していただく。（河本）


（２）防災訓練について
防災訓練は関根さんから葛西消防署に連絡したが日程調整を8月以降にしてくれと言われた。


以上
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